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問問

  

〜
〜
1 4
名
の
議
員
が
質
問
〜
〜

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、９
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

ま
し
た
。 

質
問
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

佐
藤
　
秀
行

大
森
　
貴
之

大
野
　
栄
光

角
張
　
一
郎

伊
藤
　
勝
美

沼
倉
　
啓
介

菊
地
　
忠
久

髙
橋
　
鈍
斎

森
　
　
建
人

佐
藤
　
龍
彦

保
科
善
一
郎

松
野
　
久
郎

佐
久
間
儀
郎

四
竈
　
英
夫

　

し
か
し
、公
共
料
金
と
し
て
の
性

格
を
帯
び
て
い
る
下
水
道
使
用
料

改
定
を
実
施
す
る
ま
で
に
要
し
た

期
間
の
短
さ
、市
民
に
対
し
て
の
説

明
は
不
十
分
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、段
階
的
に
改
定
す
る
こ
と
も
可

能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

今
後
、使
用
料
の
値
上
げ
な
ど
、

市
民
負
担
が
生
ず
る
場
合
に
は
、市

民
へ
の
説
明
を
丁
寧
に
行
う
こ
と

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
第
56
議
案
及

び
第
57
議
案
に
反
対
で
あ
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
　
成
　
　
　 

　
佐
久
間
　
儀
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
56
号
議
案
に
つ
い
て
は
、高
齢

化
が
進
行
す
る
中
、本
市
に
お
い
て

は
扶
助
費
を
初
め
と
す
る
社
会
保

障
費
、民
生
費
、衛
生
費
な
ど
の
経

常
的
経
費
の
割
合
が
増
す
ば
か
り

で
、近
年
は
思
う
ほ
ど
に
投
資
的
経

費
に
手
当
を
す
る
余
裕
が
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。　

　

依
然
と
し
て
収
支
不
足
は
変
わ

ら
な
い
厳
し
い
財
政
環
境
下
に
お

い
て
、当
局
は
自
主
財
源
を
初
め
依

存
財
源
の
確
保
に
懸
命
に
努
力
す

る
と
と
も
に
、管
理
経
費
の
抑
制
に

努
め
た
こ
と
か
ら
、財
政
運
営
の
効

率
化
が
図
ら
れ
た
決
算
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。　
　
　
　
　

　

ま
た
、多
く
の
市
民
が
復
興
を

実
感
で
き
る
よ
う
、第
５
次
白
石

市
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、白
石
版
地
方
創
生
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、限
ら
れ
た
予

算
を
効
果
的
に
、そ
し
て
効
率
的

に
執
行
さ
れ
た
こ
と
は
、大
い
に
評

価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。　
　

　

第
57
号
議
案
に
つ
い
て
は
、水
道

事
業
会
計
は
、給
水
人
口
の
減
少

な
ど
に
よ
る
影
響
で
前
年
度
に
比

べ
悪
化
し
て
い
る
。今
後
と
も
、有

収
率
向
上
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

漏
水
の
原
因
や
地
区
の
特
定
を
継

続
し
て
、実
効
性
あ
る
事
業
改
善

に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

下
水
道
事
業
会
計
は
、昨
年
、当

局
が
踏
み
切
っ
た
下
水
道
使
用
料

改
定
に
よ
る
効
果
が
、営
業
収
益

の
増
加
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　
　

　

賛
否
両
論
あ
っ
た
が
、財
政
基
盤

の
強
化
及
び
受
益
者
負
担
に
よ
る

公
平
性
の
確
保
を
目
指
す
と
し
た

よ
い
兆
し
が
、本
決
算
に
あ
ら
わ
れ

た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。　

　

以
上
の
理
由
か
ら
第
56
議
案
及

び
第
57
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。　
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

他

期
日
前
投
票
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
他

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
集
落
づ
く
り
に
つ
い
て　
　
　
　

他

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て

山
田
市
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

  　

他

高
齢
者
の
免
許
返
納
と
自
治
体
の
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て  

他

白
石
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

他

白
石
市
第
一
幼
稚
園
の
休
園
に
つ
い
て

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

他

公
共
交
通
空
白
地
域
対
策
に
つ
い
て　
　
　
　
　

 　

他

企
業
誘
致
、工
業
団
地
造
成
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
他

白
石
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て　

 　

他

薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て　

  　

他

第
６
次
白
石
市
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て　
　

  　

他


